誰でも わたしの や うだらう か 9 ジ ュ ゥ 

ル • ルナ アル 

僕 は 屈辱 を 受けた 時、 なぜか 急に は 不快に はならぬ。 

が、 彼是 一時間 ほどす ると、 だんだん 不快になる の を 

常と して ゐる。 

X 

僕 は ロダンの ゥゴ リノ 伯 を 見た 時、 —— 或は ゥゴリ 

ノ 伯の 写真 を 見た 時、 忽ち 男色 を 思 ひ 出した。 

X 

じゅもく まへ うし 

僕 は 樹木 を 眺める 時、 何 か 我々 人間の やうに 前後ろ 



の ある やうに 思 はれて ならぬ。 

X 

お ほぜい なんに よ し し 

僕 は 時々 暴君に な つ て 大勢の 男女 を 獅子 や 虎に 食 は 

のう ぼん 

せて 見たい と 思 ふ ことがある。 が、 膿 盆の 中に 落ちた 

血 だらけの ガァゼ を 見た だけで も、 肉体的に 忽ち 不快 

にな つてし まふ。 

僕 は 度た び 他人 の - J と を 死ねば 善 いと 思った ことが 

ある。 その 又 死ねば 善い と 思った 中には 僕の 肉親 さへ 

ゐな いこと はない。 

X 



僕 はどう 云 ふ 良心 も、 —— 芸術的 良心 さへ 持って ゐ 

ない。 が、 神経 は 持ち合せて ゐる。 

X 

めった 

僕 は 滅多に 憎んだ こと はない。 その代りに は 時々 軽 

蔑して ゐる。 

X 

けん を 

僕 自身の 経験に よれば、 最も 甚 しい 自己嫌悪の 特色 

うそ 

は あらゆる ものに 譃を 見つける ことで ある。 しかも そ 

の 又 発見に 少しも 満足 を 感じない ことで ある。 

僕 はいろ いろの 人の 言葉に い つか 耳 を 傾けて ゐる。 



たと へば 肴屋の 小僧な どの 「こんち はァ」 と 云 ふ 言葉 

ぼいん 口才 マ じ 

に。 あの 言葉 は 母音に 終って ゐ ない、 ちょっと 羅馬字 

に 書いて 見れば、 woncwwaas と 云 ふので ある。 なぜ 

とちな 

又 あの 言葉 は 必要 もない S を 最後に 伴 ふの かしら。 

X 

むすこ をす 

僕 はいつ も 僕 一人で はない。 息子、 亭主、 牡、 人生 

観 上の 現実主義者、 気質 上の ロマン 主義者、 哲学 上の 

とう さしつ か 

懐疑主義者 等、 等、 等、 —— それ は 格別 差 支へ ない。 

しかし その 何人 かの 僕 自身が い つも 暄曄 する のに 苦し 

んでゐ る。 

X 



X 

僕 は 僕の 住居 を 離れる のに 従 ひ、 何 か 僕の 人格 も 

あいまい 

曖昧になる の を 感じて ゐる。 この 現象が 現れる の は 僕 

の 住居 を 離れる こと、 三十 哩 前後に 始まる らしい。 

僕の 精神的 生活 は 滅多に ちゃんと 歩いた こと はない。 

い つも 蚤の やうに 跳ねる だけで ある。 

X 

じ ぎ 

僕 は 見知 越しの 人に 会 ふと、 必ず こちら からお 時宜 

をして しま ふ。 従って 向う の 気づかずに ゐる 時には 

「損 をした」 と 思 ふこと もないで はない。 
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